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特
集　

ア
メ
リ
カ
文
学
／
研
究
書
あ
ん
な
い

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会
全
国
大
会
。
65
回
目
と
な

る
今
回
は
福
岡
大
学
（
福
岡
県
福
岡
市
城
南
区
七
隈
８
丁
目
19-

１
）
で

10
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）
の
２
日
間
開
催
さ
れ
る
。

　

小
紙
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
文
学
に
関
す
る
研
究
書

を
、
各
出
版
社
の
協
賛
の
も
と
特
集
す
る
。
ま
た
、
開
催
校
・
福
岡
大
学
に

て
大
会
運
営
を
担
う
同
大
学
人
文
学
部
教
授
の
大
島
由
起
子
氏
に
、
大
会
に

向
け
た
意
気
込
み
や
開
催
地
で
あ
る
福
岡
（
博
多
）
の
魅
力
が
伝
わ
る
エ
ッ

セ
イ
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

大
会
へ
の
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の
方
に

も
、
多
様
な
出
版
情
報
や
記
事
を
通
じ
て
、
本
邦
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
文
学

研
究
の
最
前
線
に
ぜ
ひ
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。　
　
　
　
　
　

（
編
集
部
）

アメリカアメリカ文学・研究書特集文学・研究書特集

本特集紙面は、読書人

ウェブ上で無料公開し

ています。上記ＱＲコ

ードからアクセスして

ください。

日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会
第
65
回
全
国
大
会　

２
０
２
６
年
10
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）　　
〔
於
・
福
岡
大
学
〕

英 宝 社

英
詩
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

詩
集
『
詩
神
は
宙
を
舞
う
』
で

学
ぶ　

技
法
・
歴
史
・
創
作

四六判・168 頁・2420 円

著 者：ナンシー・アーバスノット 
編集・翻訳：伏見親子　英詩を原
文で読む前に開く、英詩のトリセ

ツ。基本用語を学び、英詩のエッ

センスをギュッと詰めた入門書。

英 宝 社

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
作
品
集

南
部
の
苦
悩

四六判・340 頁・2750 円

ウィリアム・フォークナー著／依
藤道夫・三浦朝子訳　フォークナ
ーの短編十一編を収録。アメリカ

南部を舞台に、人種、暴力、貧困

を鋭く描いた珠玉の作品群。

英 宝 社

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の

真
実
の
記
録

上

建
造
か
ら
処
女
航
海
へ

四六判・442 頁・2640 円

T・フィッチ、Ｊ・K・レイトン、B・
ワームステッド著／小笠原真司訳
タイタニック号に関する類書の中

で、その事実性の確実さと話題の

広さで決定版といわれる。

第 65 回全国大会プログラム

詳細は、日本アメリカ文学会

公式ＨＰよりご覧ください。

※価格は税込表記

北烏山編集室

メ
ル
ヴ
ィ
ル
と
両
義
性
の
詩
学

後
期
小
説
へ
の
測
鉛

Ａ５判・364 頁・4400 円

西谷拓哉著　『白鯨』以降の後期
小説（『ピエール』『信用詐欺師』

『ビリー・バッド』等）を精読し、

両義性・曖昧性に満ちたテクスト

の深みへ測鉛を下ろす。

開 文 社 出 版

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
世
界
を

探
検
す
る

四六判・336 頁予定・予価 3190 円

松田雅子著　長崎からの記憶と文
学の旅。作家カズオ・イシグロ誕

生の軌跡をたどり、新たに発見さ

れた戦争と被爆をめぐる家族の歴

史と作品テーマの関連を読み解く。

―
は
じ
ま
り
は
長
崎
か
ら

国 書 刊 行 会

オ
ム
ニ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

四六判・400 頁・3300 円

ジェフ・ライマン著／鯨井久志編
訳／中村融・古沢嘉通訳　ポスト
コロニアルＳＦの最高傑作「征たれ

ざる国」「ポル・ポトの美しい娘」

ほか多彩な作品を厳選した傑作選。

ジ
ェ
フ
・
ラ
イ
マ
ン
傑
作
選

金 星 堂

絵
画
で
読
み
解
く
英
米
文
学

Ａ５判・474 頁・3630 円

富士川義之編 本書は、「姉妹芸術」
としての英米文学と絵画との交差、

相互影響、「エクフラシス」の実

例など交え論じた、監修者を含む

25 名による刺激的論集である。

金 星 堂

ア
メ
リ
カ
映
画
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

だ
か
ら
映
画
は
お
も
し
ろ
い

新書判・370 頁・1980 円

君塚淳一・馬場聡・河内裕二編著
39 本のアメリカ映画を中心に、関

連する作品も多数紹介。映画を通

して「アメリカ」を理解するため

のガイドブック。

金 星 堂

完
訳
エ
ミ
リ
・
デ
ィ
キ
ン
ス
ン

詩
集

第
２
版

（
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
版
）

Ａ５判・560 頁・5500 円

新倉俊一監訳／東雄一郎・小泉由
美子・江田孝臣・朝比奈緑訳　原
作の新たな定本フランクリン版に

準拠した、ディキンスン完訳詩集

の改訂第２版。

金 星 堂

領
域
の
か
な
た
に

Ａ５判・261 頁・3080 円

片平会編　学術研究が多様化の一
途をたどる現代において「領域の

かなた」の知見の追求を目的とし

た、言語学、言語教育、文学（文

化）批評の専門家たちによる論集。

横
断
す
る
言
語
表
象
と

再
生
を
め
ぐ
っ
て

金 星 堂

パ
ン
を
与
え
る
人
々

四六判・352 頁・3080 円

東雄一郎著訳　表題作は 1925 年
に出版された、イージアスカの代

表的な長編小説、自伝的小説であ

る。ほかに晩年の短編小説を中心

に５編収録した。

ア
ン
ジ
ア
・
イ
ー
ジ
ア
ス
カ

彩 流 社

歓
楽
の
家

四六判・520 頁・3850 円

イーディス・ウォートン著／山口
ヨシ子訳　上流階級の虚飾を内側
から描いたウォートンの初期代表

作を、当時の文化的背景がわかる

豊富な訳注とともに新訳で送る。

彩 流 社

働
く
女
の
物
語

四六判・616 頁・4400 円

ルイザ・メイ・オルコット著／和
泉邦子・長岡亜生訳　女性の自立、
意義ある「仕事」とは何かを描く。

オルコット自身のさまざまな仕事

経験を基にした小説、本邦初訳。

彩 流 社

エ
コ
ノ
ミ
ー
か
ら

19
世
紀
ア
メ
リ
カ
文
学
を
読
む

空
間
の
拡
大
と
社
会
の
変
容

Ａ５判・292 頁・3520 円

伊藤淑子・倉橋洋子・小田敦子・
真田満編著　空間の拡張、風景の
変容、時間概念の多様化等をキー

ワードに、文学と「エコノミー」

の関連性に切り込む。

開 文 社 出 版

英
語
病
に
ご
用
心
！

四六判・476 頁・2970 円

東郷公德著　語学の達人たちの体
験談をインタビュー形式で覗き見

るオーラル・ヒストリー。語学と

の正しい向き合い方とその新たな

思考や世界観が盛り込まれた１冊。

―
体
験
談
か
ら
覗
き
見
る

語
学
の
達
人
た
ち
の
舞
台
裏

開 文 社 出 版

〈
ユ
ー
ト
ピ
ア
／
デ
ィ
ス
ト
ピ

ア
〉
で
読
む
英
語
文
学

四六判・272 頁・3300 円

現代英語文学研究会編　19～ 20
世紀末に及ぶ、英語文学に潜む

「ユートピア」と「ディストピア」の

正体を暴く。英語文学の新たな視

点を著者８名で示す、渾身の論集！

U
t
o
p
i
a
 
a
n
d
 
D
y
s
t
o
p
i
a
 

i
n
 
E
n
g
l
i
s
h
 
L
i
t
e
r
a
t
u
r
e

彩 流 社

ア
メ
リ
カ
変
革
へ
の

長
い
道
の
り

マ
イ
ル
ズ
・
ホ
ー
ト
ン
自
伝

四六判・364 頁・3960 円

マイルズ・ホートン＋ジュディス
＆ハーバート・コール著／水谷育
子訳　米国の労働運動や公民権運
動に大きな役割を果たした、人種

隔離撤廃の知られざる巨人。

彩 流 社

リ
ベ
ラ
ル
な
ア
メ
リ
カ
の

「
失
わ
れ
た
魂
」
た
ち

福
音
派
と
ス
コ
ッ
ツ
・
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
の
世
界

Ａ５判・316 頁・3080 円

山本貴裕著　リベラルなアメリカ
の ｢シャドウ｣ と化している ｢福音

派｣ と ｢スコッツ・アイリッシュ｣

の歴史を掘り起こし、トランプ支

持者の実像に迫る。

彩 流 社

フ
ェ
ノ
ロ
サ
夫
人
の
東
京
日
記

岡
倉
天
心
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
、
津
田
梅
子

四六判・512 頁・4400 円

村形明子編訳　文学者メアリー・
フェノロサが克明に綴った日記。

岡倉天心はじめ、Ｌ・ハーン、津

田梅子等、多数の文化人、政財界

人が登場する稀有な記録。

Ａ５判・420 頁・4180 円

音羽書房鶴見書店

神
聖
な
言
葉
の
世
界

横田由理著　数十年にわたる現代
ネイティヴ・アメリカン文学研究の

結実を余すところなく伝える一冊。

西欧文化中心の世界と、その価値

観の再考をも促す画期的な論集。

現
代
北
米
先
住
民
文
学
の

「
夜
明
け
」

Ａ５判・408 頁・4620 円

音羽書房鶴見書店

英
米
文
学
に
お
け
る
〈
危
機
〉

を
読
み
解
く

植月惠一郎・山木聖史編著　17 編
の論考をテーマ別に感染症、戦争、

環境、食糧・エネルギー、ジェン

ダー・人種、思想・哲学、宗教、分断

の八つの〈危機〉に分類して収録。

ダ
モ
ク
レ
ス
の
剣
の
変
容

Ａ５判・156 頁・2750 円

音羽書房鶴見書店

政
治
と
社
会
か
ら
読
む

英
語
圏
文
学

森有礼・新井英夫・細川美苗著
フォークナー、ギャスケル、ドラ

ブル、バイロン等 19世紀、20世

紀の英米文学を「政治と社会」と

いうキーワードで読み解く６論考。

ジ
ョ
ン
万
次
郎
（
中
濱
万
次

ジ
ョ
ン
万
次
郎
（
中
濱
万
次

郎
）
が
捕
鯨
船
ピ
ー
ク
ォ
ド
号

郎
）
が
捕
鯨
船
ピ
ー
ク
ォ
ド
号

に
救
助
さ
れ
る
と
い
う
夢
枕
氏

に
救
助
さ
れ
る
と
い
う
夢
枕
氏

の
想
像
力
豊
か
な
構
想
に
は
感

の
想
像
力
豊
か
な
構
想
に
は
感

銘
を
受
け
ま
す
。

銘
を
受
け
ま
す
。

　

夢
枕
氏
に
は
、
二
〇
一
九
年

　

夢
枕
氏
に
は
、
二
〇
一
九
年

に
日
本
メ
ル
ヴ
ィ
ル
学
会
年
次

に
日
本
メ
ル
ヴ
ィ
ル
学
会
年
次

大
会
（
メ
ル
ヴ
ィ
ル
生
誕
二
百

大
会
（
メ
ル
ヴ
ィ
ル
生
誕
二
百

周
年
記
念
）
で
も
、
当
時
『
高

周
年
記
念
）
で
も
、
当
時
『
高

知
新
聞
』
に
連
載
を
始
め
て
お

知
新
聞
』
に
連
載
を
始
め
て
お

ら
れ
た
小
説
『
白
鯨

ら
れ
た
小
説
『
白
鯨 

M
O
B
Y
-

 
M
O
B
Y
-

D
I
C
K

D
I
C
K

』
に
つ
い
て
、「
白
鯨
と

』
に
つ
い
て
、「
白
鯨
と

ジ
ョ
ン
万
次
郎
」
と
題
し
た
ご

ジ
ョ
ン
万
次
郎
」
と
題
し
た
ご

講
演
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

講
演
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
当
日
は
、
高
知
の
関
係
者

す
。
当
日
は
、
高
知
の
関
係
者

も
詰
め
か
け
、
夢
枕
氏
か
ら
の

も
詰
め
か
け
、
夢
枕
氏
か
ら
の

捕
鯨
船
に
関
す
る
詳
細
な
質
問

捕
鯨
船
に
関
す
る
詳
細
な
質
問

に
メ
ル
ヴ
ィ
ル
研
究
者
が
答
え

に
メ
ル
ヴ
ィ
ル
研
究
者
が
答
え

る
な
ど
、
白
熱
し
た
交
流
が
印

る
な
ど
、
白
熱
し
た
交
流
が
印

象
的
で
し
た
。
本
大
会
で
は
、

象
的
で
し
た
。
本
大
会
で
は
、

そ
の
後
の
執
筆
秘
話
や
苦
労
話

そ
の
後
の
執
筆
秘
話
や
苦
労
話

を
お
伺
い
で
き
る
予
定
で
あ

を
お
伺
い
で
き
る
予
定
で
あ

り
、
文
学
に
お
け
る
ア
ダ
プ
テ

り
、
文
学
に
お
け
る
ア
ダ
プ
テ

ー
シ
ョ
ン
研
究
の
観
点
か
ら
も

ー
シ
ョ
ン
研
究
の
観
点
か
ら
も

意
義
深
い
知
見
が
得
ら
れ
る
も

意
義
深
い
知
見
が
得
ら
れ
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
発
表
に
加
え
、「
起
源

　

個
人
発
表
に
加
え
、「
起
源

を
め
ぐ
る
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
や

を
め
ぐ
る
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
や

「
創
造
す
る
空
白
」
と
題
し
た

「
創
造
す
る
空
白
」
と
題
し
た

充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
企

充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
企

画
し
て
お
り
ま
す
。
全
国
の
会

画
し
て
お
り
ま
す
。
全
国
の
会

員
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
実
り

員
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
実
り

多
き
大
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、

多
き
大
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、

九
州
支
部
一
同
、
福
岡
大
学
の

九
州
支
部
一
同
、
福
岡
大
学
の

高
橋
美
知
子
先
生
を
中
心
に
、

高
橋
美
知
子
先
生
を
中
心
に
、

心
を
込
め
て
運
営
に
当
た
っ
て

心
を
込
め
て
運
営
に
当
た
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
お

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
お

お
し
ま
・
ゆ
き
こ
＝
九
州
ア
メ

お
し
ま
・
ゆ
き
こ
＝
九
州
ア
メ

リ
カ
文
学
会
会
長
・
福
岡
大
学

リ
カ
文
学
会
会
長
・
福
岡
大
学

人
文
学
部
教
授
・
ア
メ
リ
カ
文

人
文
学
部
教
授
・
ア
メ
リ
カ
文

学
）
学
）

多
祇
園
山
笠
の
舁
き
出
し
の
緊

多
祇
園
山
笠
の
舁
き
出
し
の
緊

張
感
と
熱
気
は
格
別
で
、
締
め

張
感
と
熱
気
は
格
別
で
、
締
め

込
み
姿
の
男
衆
が
山
車
を
肩
に

込
み
姿
の
男
衆
が
山
車
を
肩
に

担
ぎ
、
街
を
駆
け
抜
け
る
姿
は

担
ぎ
、
街
を
駆
け
抜
け
る
姿
は

圧
巻
で
す
。
全
国
か
ら
集
う
会

圧
巻
で
す
。
全
国
か
ら
集
う
会

員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
街
の
熱

員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
街
の
熱

気
に
負
け
な
い
熱
い
議
論
を
交

気
に
負
け
な
い
熱
い
議
論
を
交

わ
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

わ
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

お
時
間
が
許
す
限
り
、
博
多
の

お
時
間
が
許
す
限
り
、
博
多
の

活
気
と
温
か
な
雰
囲
気
を
存
分

活
気
と
温
か
な
雰
囲
気
を
存
分

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

に
味
わ
っ
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大 島　 由 起 子

日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会
第

日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会
第
6565
回
全
国
大
会
に
寄
せ
て

回
全
国
大
会
に
寄
せ
て

街の熱気に負けない熱い議論を期待して

　〇日時：10 月 11 日（日）［第２日］

　　　　　10 時 45 分～ 11 時 45 分

　〇場所：８号館２階８２３教室

　〇司会：大島由起子（福岡大学教授）

★特別講演　「『白鯨』ができるまで」★特別講演　「『白鯨』ができるまで」

講師：夢枕　獏講師：夢枕　獏（（作家）作家）

日本アメリカ文学会全国大会開催を機に日本アメリカ文学会全国大会開催を機に


